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⑷ グロン父子の研究［以上第 197 号］
二「封建的変動論」と農奴制
⑴ P. ボナッシーによるカタロニア農奴制研究
⑵ P. ボナッシーの農奴制研究と D. バルテルミーによる批判［以上本号］
三 南フランス農奴制研究の現況
⑴ 属地的農奴制
　 a. カタロニア地方の homines de remensa
　 b. ガスコーニュ地方の questales
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カタロニア地方では，11 世紀第 2 三分期から伯権力の弱体化とともに内
乱の様相を示すが，この頃から城主権力の自立，バン領主制の形成が急速に
進行する。同じ頃，既に 10 世紀後半以来衰退傾向が顕著であった中世初期
－ 100 － 2













も あ れ ば， シ ャ テ ル ニ ー 内， 聖 同 区 内， 村 落 内 の 居 住 民 homines 
commanentes がしばしば譲渡されるという。1119 年を初出として，homines 
proprii と呼ばれる事実上の隷属民が頻出するようになる 9。主人に対して特
別の誓約やオマージュによって人格的に隷属するにいたった人々であると考























pageses de remensa14 は属地的隷属民に他ならないが，隷属身分として二つ
の指標が認められる。第一は既述の 5 つの「悪しき慣習 mals usos」であり，
第二は保有地への世襲的緊縛，その結果として，保有地を離れる場合に自分
自身と保有地（マンス）の「贖い金 remensa」の支払い義務である 15。
5 つの「悪しき慣習」とは具体的には，① exorquia, intestia ② cugucia, 











③の ferma de spoli は農民の結婚にかかわる領主の権利で，結婚への同意






















⑵ P. ボナッシーの農奴制研究とD. バルテルミーによる批判

















































こうした両隷属身分の推移に関して，ボナッシーは 20 世紀半ば過ぎに G. 
デュビーが提唱し，その後半世紀ばかりの間フランス史学に関する限り通説
の位置を占めるにいたったいわゆる「封建革命論」を議論の基礎に据えなが
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り農奴制を特徴づける人格的隷属（dépendance de corps）の成立は，11 世
紀よりはるか以前に位置づけられるのである 35。




い。証書のなかで隷属民を指示する用語として servi や mancipia が消えて
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